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概要

　大規模一斉植林の生物学的影響、すなわち森林の撹乱レベルを評価するための指標生物としてシロ

アリが有用であることが明らかになった。ん∂oゴ∂mη8九m材を例とした場合、耐朽・耐蟻性能を向上

させるための第一段階の方策として、立木における微生物との共生関係の詳細な解析および心材・根

腐朽や虫害の発生機構の解明がまず必要である。

1．はじめに

　熱帯の天然林が生物多様性に最も優れていることは言うまでもない。そこでは途方もない数の生物

種が食物連鎖の中で互いに作用を及ぼしながら、全体として健全な森林生態系を維持し続けている。

このような生態系の中では病害虫の大発生というものは生じ難い。言い換えれば、一斉植林における

最も大きな生物的脅威である病害虫の大発生というものは、天然林においては生物多様性によって担

保されているということになる。つまり、生物多様性の正確な把握というものは、一斉植林における

生物的健全さの評価につながるものであり、ひいては、一斉植林の持続的経営の可否に大きな影響を

有するものであると言えるのである。

　本稿では、まず熱帯の生物多様性評価における指標生物としてのシロアリの可能性について検討す

る。さらに、熱帯造林樹種としてん∂oノ∂m刀釦mを取り上げ、想定される病害虫と立木との相互作

用、およびその対策と今後の研究の方向性について考えてみたい。

2．シロアリを用いた生物多様性評価

　シロアリはその存在量の多さから熱帯の森林を代表する昆虫である1〕。熱帯に生息するシロアリは

その食性から3つのグループに分類することができる。すなわち、①木材食シロアリ、②キノコ栽培

シロアリ、および③土壌食シロアリである。前2者が森林の生態系における腐食連鎖に直接関与する

のに対して、後者は土壌環境の改変に関わるエコシステムエンジニアとしての大きな役割を有してい

る1〕。すなわち、これら3グループは熱帯の物質循環において異なった役割を有しており、環境の撹

乱に対しても異なった反応を示すと推定されるのである。したがって、ある地域に生息するシロアリ

相を標準的な方法で調査し、グループ分けすることによって環境の授乳レベルを比較することが可能
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になると考えられるのである。

　筆者らは、これまでに100m　x2mのベルトトランセクトを用いたシロアリ相の調査を実施した。

その結果、東南アジア熱帯林において伐採・山火事等による撹乱からの回復度合いと土壌食シロアリ

の多様性との問に明確な相関が認められ（竹松、未発表）、熱帯における一斉植林と生物多様性に関す

る空間的・時間的考察にシロアリ相の調査が有用であると考えられる。熱帯人工林の適切なデザイン

を考える上で、今後の重要な研究テーマであろう。

3んm〃mm馴mを例とした微生物および昆虫との相互作用

3．1！om！∂mηぼ！mにおける微生物との相互作用

　！．脇η虹αmが様々な自然環境において生育できる一つの理由は、窒素固定菌である〃∂ψr〃Zo〃αm

属菌と共生しているからである。また、アーバスキュラー菌根菌との共生も、特にリン欠乏の環境下

においては重要性が高いと指摘されている3〕。さらに、外生菌根菌との共生に関する報告もある4〕。

今後の研究の方向として、これらの菌とノ．mη虹吻との共生相互作用における分子機構を解明し、

共生力を向上させた形質転換樹木の作出を試みることが挙げられる。一方、！．mm虹αmは〃θ〃〃8

属、ルmθ亡θ5属、ハ。mθ∫属などにより激しい心材腐朽を受けることが知られており、マレーシアにお

いて7年生では50％という高い被害率が報告されている5〕。また、励θ〃ゴ〃∫属、0m．dθm∂属、

〃8〃ψo〃5属などによる根腐朽も発生頻度が高く、例えばθ刎。ゴθr脇属による赤色根腐れ病は最大

30％の枯損被害が報告されている。）。さらに、木材そのものも低い耐朽性しか示さない7〕。興味深い

事に、ノ、刎〃C〃ゴ允〃ゴ8およびノ．∂〃允〃〃允〃ゴ8とノ．〃m8ルmのハイブリッドには心材腐朽は

発生しないことから5）、腐朽機構を分子レベルで解明することによって、将来の目標の一つとして、

耐朽性を向上させた形質転換樹木の作出に基礎知見を供給できると考える。

3．2！om！∂mηg！mにおける昆虫との相互作用

　ノ．脇η虹αmの耐蟻性は低く、立木および木材の状態でシロアリによって激しい被害を受ける。例え

ば、ペナン市マレーシア理科大学キャンパス内の植栽木のうち87．5％がシロアリによる被害を受けて

おり（Lee、未発表）、植林地においても最大23％という0oが。亡θ〃θ80〃∬ゴ頼∂舳∫による被害率

が報告されている島）。同シロアリを用いた野外試験ではゴムノキやオウシュウアカマツとほぼ同程度

の激しい質量減少を示し、また、イエシロアリを用いた強制摂食試験ではゴムノキと同程度の耐蟻性

しか観察されなかった9〕。シロアリ被害は心材腐朽と共存していることも多く、立木も木材も穿孔性

昆虫による被害が多いm－ll）。木材としての持続的利用を図るためには、耐蟻性の改善は不可欠の課題

である
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